
2040年を見据えた訪問リハビリテーションの推進のあり方
～トリプル改定を踏まえて～

公益社団法人 日本理学療法士協会副会長 佐々木嘉光 氏

脳出血発症5年経過して、
新たな居場所を見つけることができてST訪問終了となった失語症症例

訪問看護ステーションほたるしずおか 言語聴覚士 小林純子 氏

回復期リハビリテーション病院退院後の生活課題解決
～目標設定の仕組みと他サービスへの移行支援～

浜松市リハビリテーション病院 作業療法士 伊藤駿氏

磐田市立総合病院 医師 有本直人 氏
坂の上ファミリークリニック 看護師 清水綾子 氏
伊豆市土肥地区地域包括支援センター介護支援専門員 黒川正樹 氏

「適時適切なリハビリテーションの活用にむけた多職種連携について」

右記のＱＲコードから申し込みをして下さい。
 ※ キャリアメール（docomo,au等）のご使用はお控えください。

 ★ 応募期間：令和 5年12月1日（金）～令和 6年2月20日（火）

①申込フォーム送信後、ご登録のメールアドレスに自動返信が届きます。
②開催日の数日前にご登録メールアドレスに研修会URLをお送りします。

訪問リハビリテーション委員会【E-mail】shizuokahoumonreha@gmail.com

令和5年度

訪問事業における連携強化と
在宅医療の推進シンポジウム

医療職、介護職、ケアマネジャー
自治体・地域包括支援センター職員

グランシップ 10階
静岡市 駿河区 東静岡 2-3-1 

令和
６年 2月25日日

会
場

対
象

参加
無料

定員２５０名

受付開始：１３：００～

13：30～1６：００

主催：静岡県 静岡県リハビリテーション専門職団体協議会

【テーマ】

同時改定における訪問事業と多職種連携のこれから
～在宅医療推進に向けたリハビリテーション専門職のこれからの姿～
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申込後のご案内

問い合わせ先
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